










[要約]今年度は,小学 4 年全員(119 名)と中学 1 年全員(111 名),および前年度の健診で何

らかの動脈硬化危険因子を認めた 52 名の児童・生徒の合計 282 名の小児について調査を

行なった.さらに,平成 4年度と今年度の健診を受けた同一小児の肥満度,血清脂質,血圧の

各値のトラッキング(平成 4→6)に関して,Trackingindex(TI)を求めることにより定量的

に解析した.その結果,各検査値の TI(TI＞1 の場合トラッキングあり)は,肥満度(5.8),総

コレステロール(5.2),HDL コレステロール(4.2),動脈硬化指数(4.4)および最大血圧(2.2)

であり,明かなトラヅキング現象が認められた.


